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(百万円未満四捨五入)

１．2022年３月期第１四半期の業績（2021年４月１日～2021年６月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 4,710 10.7 △1,272 － △1,224 － △799 －

2021年３月期第１四半期 4,253 － △1,797 － △1,688 － △1,105 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第１四半期 △133.99 －

2021年３月期第１四半期 △185.34 －
　

(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を当第１四半期会計期間の期首から適用しております。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 41,385 24,969 60.3

2021年３月期 42,356 26,017 61.4
(参考) 自己資本 2022年３月期第１四半期 24,969百万円 2021年３月期 26,017百万円
　

(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を当第１四半期会計期間の期首から適用しております。
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － － － 50.00 50.00

2022年３月期 －

2022年３月期(予想) － － 50.00 50.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　

３．2022年３月期の業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 11,000 － △2,600 － △2,500 － △1,650 － △276.79

通期 34,900 － 20 － 160 － 230 － 38.58

(注)１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
　

　２．「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準29号 2020年３月31日)等を当第１四半期会計期間の期首から
　 適用しており、上記の業績予想は当該会計基準等を適用した後の金額となっております。このため、対前期
　 及び前年同四半増減率は記載しておりません。

　　



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期１Ｑ 5,976,205株 2021年３月期 5,976,205株

② 期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ 15,423株 2021年３月期 15,374株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 5,960,819株 2021年３月期１Ｑ 5,961,329株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将
来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響による経済活動の制限が続く中、

一部の企業の収益が回復するなど、明るい兆しが見られるものの、感染力の強い変異株の出現や繰り返される感染抑

制策等により、依然として景気の先行きは不透明な状況が続いております。

菓子・食品業界におきましても、緊急事態宣言が発令され、営業活動や外出の自粛要請から、購買行動の抑制と変

化が継続し、企業収益が悪化するなど厳しい状況にあります。

このような環境において、当社では最終年度を迎える「中期経営計画2021」の一部見直しを図り、コロナ禍による

消費構造・生活様式の変化への対応と商品企画力・技術開発力の強化に注力することで、収益回復を目指し、成果も

出たことから、前年同期に対し増収増益となりましたが、売上高は、コロナ前の水準までの回復には至っていない状

況です。

以上の結果、当第１四半期売上高は、4,710,182千円 前年同期に対し456,754千円、10.7％の増収となりました。

利益面につきましては、売上増収に加え、工場再編と全体的なコスト削減を進めたこともあり、営業損失は

1,271,779千円 前年同期に対し525,390千円の増益、経常損失は1,223,605千円 前年同期に対し464,111千円の増益、

四半期純損失は798,680千円 前年同期に対し306,207千円の増益となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期会計期間の期首

から適用しており、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前年同四半期累計期間及び前事業年度との比較・分

析を行っております。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期会計期間末における総資産は、商品及び製品の増加441,993千円、現金及び預金の増加358,181千円等

がありましたが、売掛金の減少1,485,930千円、建物の減少142,170千円、機械及び装置の減少124,471千円等により、

前事業年度末に比べ971,394千円減少し、41,384,782千円となりました。

負債は、繰延税金負債の減少349,362千円、未払金の減少298,759千円、賞与引当金の減少250,019千円、買掛金の減

少118,133千円等がありましたが、短期借入金の増加1,200,000千円等により、前事業年度末に比べ76,484千円増加し、

16,415,486千円となりました。

純資産は、四半期純損失798,680千円、剰余金の配当298,042千円による利益剰余金の減少等により、前事業年度末

に比べ1,047,878千円減少し、24,969,296千円となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の第２四半期累計期間及び通期の業績予測につきましては、2021年５月14日に公表いたしました業績

予想に変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,146,167 1,504,348

受取手形 2,693 －

売掛金 3,686,772 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 2,200,842

商品及び製品 1,303,111 1,745,103

仕掛品 35,107 40,042

原材料及び貯蔵品 1,251,635 1,412,218

その他 496,667 440,711

貸倒引当金 △465 △288

流動資産合計 7,921,687 7,342,975

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 8,909,161 8,766,992

構築物（純額） 621,922 609,254

機械及び装置（純額） 3,286,803 3,162,332

車両運搬具（純額） 186 163

工具、器具及び備品（純額） 324,840 306,869

土地 13,133,492 13,132,490

リース資産（純額） 2,188,713 2,111,719

建設仮勘定 14,243 47,553

有形固定資産合計 28,479,360 28,137,372

無形固定資産

その他 213,690 207,814

無形固定資産合計 213,690 207,814

投資その他の資産

投資有価証券 4,954,912 4,911,142

関係会社株式 131,021 131,021

その他 657,137 656,089

貸倒引当金 △1,631 △1,631

投資その他の資産合計 5,741,439 5,696,621

固定資産合計 34,434,489 34,041,807

資産合計 42,356,176 41,384,782
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2021年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,121,033 1,002,901

短期借入金 5,700,000 6,900,000

リース債務 108,849 108,677

未払金 1,118,154 819,395

未払費用 428,746 507,497

未払法人税等 － 27,442

賞与引当金 511,628 261,609

その他 167,627 81,701

流動負債合計 9,156,038 9,709,221

固定負債

リース債務 607,282 580,127

繰延税金負債 2,601,680 2,252,318

退職給付引当金 3,298,624 3,203,266

資産除去債務 178,009 178,300

受入保証金 486,818 486,795

役員退職慰労未払金 10,551 5,460

固定負債合計 7,182,964 6,706,265

負債合計 16,339,002 16,415,486

純資産の部

株主資本

資本金 7,469,402 7,469,402

資本剰余金

資本準備金 6,481,558 6,481,558

その他資本剰余金 1,688,664 1,688,664

資本剰余金合計 8,170,223 8,170,223

利益剰余金

その他利益剰余金

固定資産圧縮積立金 3,415,329 3,396,799

別途積立金 5,204,932 5,204,932

繰越利益剰余金 449,580 △628,612

利益剰余金合計 9,069,841 7,973,119

自己株式 △65,904 △66,089

株主資本合計 24,643,562 23,546,655

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,373,612 1,422,641

評価・換算差額等合計 1,373,612 1,422,641

純資産合計 26,017,174 24,969,296

負債純資産合計 42,356,176 41,384,782
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

売上高 4,253,428 4,710,182

売上原価 3,680,241 3,529,463

売上総利益 573,188 1,180,719

販売費及び一般管理費

販売費 1,790,770 1,910,475

一般管理費 579,587 542,023

販売費及び一般管理費合計 2,370,357 2,452,499

営業損失（△） △1,797,170 △1,271,779

営業外収益

受取配当金 6,495 7,552

助成金収入 101,247 38,480

その他 10,531 9,723

営業外収益合計 118,273 55,754

営業外費用

支払利息 5,947 7,457

その他 2,873 123

営業外費用合計 8,819 7,581

経常損失（△） △1,687,716 △1,223,605

特別利益

固定資産売却益 － 3,788

投資有価証券売却益 － 86,078

特別利益合計 － 89,866

特別損失

固定資産売却損 － 616

固定資産除却損 3,342 0

特別損失合計 3,342 616

税引前四半期純損失（△） △1,691,058 △1,134,356

法人税、住民税及び事業税 7,746 8,612

法人税等調整額 △593,917 △344,288

法人税等合計 △586,172 △335,676

四半期純損失（△） △1,104,887 △798,680
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）及び「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2020年３月31日）等を

当第１四半期会計期間の期首より適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、収益を認

識することとしております。

これにより、従来は販売費及び一般管理費に計上しておりました協賛金等の一部を、売上高から控除してお

ります。また、有償支給取引において、従来は有償支給した原材料等について消滅を認識しておりましたが、

当該取引において買い戻す義務を負っていることから、有償支給した原材料等について消滅を認識しないこと

といたしました。なお、当該取引において支給品の譲渡に係る収益は認識しておりません。

当該会計方針の変更は、原則として遡及適用され、前年四半期及び前事業年度については遡及適用後の四半

期財務諸表及び財務諸表となっております。ただし、収益認識会計基準第85項に定める以下の方法を適用して

おります。

(1)前事業年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約につい

　 て、比較情報を遡及的に修正しないこと

(2)当事業年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に含まれ

　 る変動対価の額について、変動対価の額に関する不確実性が解消された時の金額を用いて比較情報を遡及

　 的に修正すること

(3)前事業年度内に開始して終了した契約について、前事業年度の四半期財務諸表を遡及的に修正しないこと

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第１四半期累計期間の売上高が182,634千円減少し、販売費及び一

般管理費は182,634千円減少いたしましたが、営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失に変更はありませ

ん。

収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受

取手形」「売掛金」は当第１四半期会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することと

いたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について新た

な表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準

第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期累計期間に係る顧客との

契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える

影響はありません。
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（セグメント情報等）

　【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

合計

菓子事業 食品事業
不動産
賃貸事業

売上高

外部顧客への売上高 2,503,898 1,647,670 101,860 4,253,428

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － －

計 2,503,898 1,647,670 101,860 4,253,428

セグメント利益又は損失(△） △1,333,255 100,782 14,890 △1,217,583

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差

異調整に関する事項）

（単位：千円）

利 益 金 額

報告セグメント計 △1,217,583

全社費用（注） △579,587

四半期損益計算書の営業損失(△) △1,797,170

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

報告セグメント

合計

菓子事業 食品事業
不動産
賃貸事業

売上高

　一時点で移転される財 2,637,270 1,955,390 － 4,592,660

　一定の期間にわたり移転され
　る財

－ － 117,522 117,522

　顧客との契約から生じる収益 2,637,270 1,955,390 117,522 4,710,182

　その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 2,637,270 1,955,390 117,522 4,710,182

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － －

計 2,637,270 1,955,390 117,522 4,710,182

セグメント利益又は損失(△） △958,540 199,145 29,639 △729,756

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差

異調整に関する事項）

（単位：千円）

利 益 金 額

報告セグメント計 △729,756

全社費用（注） △542,023

四半期損益計算書の営業損失(△) △1,271,779

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に

関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

なお、前第１四半期累計期間のセグメント情報については、変更後の利益又は損失の算定方法により作成した

ものを記載しております。

　


